
資料２－１

平成３１年度補正予算編成要領（案）について【概要】

項 目 内 容

編 成 日 程 ＜予算編成日程＞ ＜関連日程＞

４月２５日（木） 編成要領通知 ４月２５日（木）『「北海道・新時代の創造」に

向けた政策検討の基本方針』通知

５月中旬 総務部長調整

５月下旬 知事査定

６月中旬 知事記者発表 ６月中旬 第２回定例会開会

基 本 的 な 道では、平成32年度までを計画期間とする「行財政運営方針」に基づき、財政健全化

考 え 方 に向けた取組を進めているが、平成31年度の道財政は、本道経済の持ち直しの動きが見

られるものの、道税と地方交付税等を合わせた一般財源総額を地方財政計画並みに確保

することが厳しい見込みにあることや、高齢化の進行等に伴い義務的経費が増加するこ

となどにより、より厳しさを増すことが見込まれる。

一方で、実質公債費比率の改善や財政調整基金の確保など、解消を図るべき財政課題

も数多く残されていることから、人口減少などの道政上の諸課題に適切に対応しつつ、

規律ある財政運営との両立を図っていく必要がある。

こうした状況を踏まえ、今次補正予算の編成に当たっては、『「行財政運営方針」後半

期（Ｈ30～32）の取組』に沿って、施策・事務事業の取捨選択やスクラップ・アンド・

ビルドを徹底し、歳出の削減・効率化を図った上で、施策間連携や横断的事業の推進、

市町村や民間と連携・協働した事業の構築などを行い、知事公約や『「北海道・新時代

の創造」に向けた政策検討の基本方針』に基づく優先度の高い施策に、限りある行財政

資源を効果的・効率的に配分することとする。

改 選 期 の （単位：億円）

予 算 規 模 区 分 Ｈ１５ Ｈ１９ Ｈ２３ Ｈ２７ Ｈ３１

骨格予算 ２６，９１６ ２６，６５４ ２５，１９６ ２５，２９０ ２６，０９７

肉付予算 １，５６９ ２，４８８ ２，７６０ ２，７３１

２定補正後 ２８，４８５ ２９，１４２ ２７，９５６ ２８，０２１

※Ｈ23骨格予算欄は２臨補正後の現計


